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勤務時間管理に関する意見交換会

2023年 11月 01日（水）16:30～ 18:00 2202教室

過半数代表・組合執行委員 前田昭彦

執行部の方針 2023/02/07執行委員会決定（組合ニュース7号）

・今回 2023/01/31の当局案は、組合から提起しているエクセル方式も併用を認めているの

でとりあえず受けいれる。

・その上で具体的な運用方法をどうするか、以後組合と協議しながら進めることを申し入

れた上で、具体的な運用方法を労使で考える、結論が出なかったら導入を急がないという

スタンスをとる（新年度からは、少なくとも裁量労働制労働者には導入させないというニ

ュアンスが強い）。

・以上を組合員に表明し意見を募る。状況を見て、必要だったら臨時総会を開催する。

これまでのところわかっている当局の方針（組合ニュース7号）

【2023/01/31回答書より】

(A)出校日であるか否かにかかわらず実際の勤務状況が正しく把握できる方式で行う必要

がある

(B)労働省令も労働時間の把握に客観的な方法その他適切な方法によることを求めている

ことから、勤怠管理システムの導入を先に提案した

(C)勤怠管理システムの導入については、令和５年４月からの運用を予定する。

(D)専任教員で勤怠管理システムの利用ではなくエクセルシートを使用したい方は、基準

となる提出様式を示し、勤務の実績を各自で作成し毎月提出することも可能。

(E)職員及び非常勤講師については勤怠管理システムにより勤務時間の把握を行う。

(F)専任教員の中で勤怠管理システムの利用を希望する場合はシステムにより把握する。

(G)休日における研究、教育業務にあたった場合、他の日を代休とすることは基本的に問

題ないと考えるが、休日の勤務について指示、命令があるなどの前提が必要である。

───────────────────────────────────

【2022/12/06 予備交渉での説明より】

・現在、勤務時間管理ができていないの

は違法状態であり早急に整備すべき課題

である。

・組合からはエクセルでやる方法を提案

しているが、事務局では勤怠管理システ

ムの「タッチオンタイム」の導入を考え

ているので説明する。

・打刻の方法が IC カードの職員証を使う

（新たに整備する必要がある）。

・端末に出校するときにタッチ、退校す

るときにタッチする。

・パソコンやスマホからでも打刻ができる。学外からでも出退勤の打刻ができるシステム
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である。またパソコンの起動時、終了時に打刻を自動的にするようにもできる。

・打刻さえすれば出退勤の管理ができ、教職員に手間がかからない。

・非常勤講師は現在控室にある出勤簿に捺印してもらっているが、やはり IC カードによ

る出勤時・退勤時の打刻によりその手間が省ける。印鑑を忘れたり、持っていても押し忘

れるケースがあるが、入り口で「ピッ」とタッチしてもらえばすむことになる。カードに

なればお財布などに入れて持ち歩けるので簡便である。

・端末に 1ヶ月間試用期間があるので、職員、及び教員にも協力してもらい、数名で実験

的に使用し使用感を試してみたい。その後、事務局の職員から導入し、可能であれば本年

度内に導入をしたい。

・（職員の）時間外の集計は紙ベースで出してもらって月末に一個一個入力して集計する

という処理をしているのだが、このシステムを使うと自動的に処理がなされる。

・労働時間の月の上限に近づいてくると警告がでるなどの機能もあり、労働時間の把握が

しやすくなる。現況では休暇も手で集計しているが、有給休暇など休暇の管理も簡単にで

きるようになる。

・教員に関しては、来年度 2023（令和 5）年の 4月からできれば導入したい。

組合から行っていた提案（2022/09/15）（組合ニュース7号）

2022/09/15に使用者側に提示した勤務時間管理案

4 月に前期分 6 ヵ月、また 10 月に後期分 6 ヵ月の勤務パターンを各自作成し、提出。

パターンは月曜から金曜の出校日 3日のうち授業日および会議日については、一律１限か

ら５限の時間帯を勤務時間として届け出ることとする。現実に出校する時間帯とのズレは

問わない。

出校日以外の２日間については、各自勤務時間のパターンを設定する。

有給などを使用して勤務日を休業した場合は、その届に基づいて事務において勤務実績

表を修正する。

週 40時間以上の研究・教育業務がある場合は、その超過時間を適宜記入すること。

祝祭日・土日の休日に研究/教育活動をした場合は、勤務パターンに変更があったこと

を翌月末までに、事務に報告し、勤務記録を事務において修正する。またその分を翌週以

後の出校日以外に代休を取った形で処理し、残業代等が発生しない形とする。代休はその

分を年度内のいずれかの平日に割り当てることを可能とする。

勤務実績表に基づき、残業（超過勤務）がある者については、事務局において業務過重

の実態を把握し、学内業務負担などについて適切な配慮を行う。

勤怠管理問題の目的をはっきりする。目的は教職員の過重労働の管理による健康面での

チェックであり、「どこで何をしているか」を使用者が把握することではない。

これまでの経緯－抜粋 （組合ニュース7号）

2022年

2022/01/19 予備交渉時に CS を用いた勤務時間オンライン登録について使用者側が提案

する。使用者側からの意向としては「3月までに試行的に行い、4 月から正式運用したい」
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ということが表明。

2022/02/02 組合から使用者への申入書。勤務時間管理導入の必要性は認めながら、運用

の検討が不十分であることから「4 月から正式運用」はやめるように申し入れる（4 月か

らの運用はされなかった）。

2022/06/07 組合から都立大学の勤務時間管理表を参考資料として提出。

2022/06/26 組合総会準備会にて組合員にこの問題を説明。

2022/07/01 組合から「勤務時間管理問題についての当面の進め方についての申し入れ」。

この間の経緯を整理するとともに、非組合員もいることから教授会でこの件について説明

することを要請。

2022/07/06 教授会で横瀬総務課長が都立大学の勤務時間管理表をもとにした本学の勤務

時間管理表「裁量労働勤務者の勤務の割振り兼活動予定」について説明する。教員数名か

ら意見が出される。

2022/07/20 組合総会で本件における組合の基本的取り組み姿勢を承認。「使用者側によ

る労働の勤務時間管理は必要なものと認めている。勤務時間管理が教職員の真の意味での

働き方改革につながる、意味のあるものにすべく、今後、労働者の負担にならない実質的

な勤務時間記録に向けて使用者側と協議してい」く。

2022/09/15 予備交渉において、組合側から勤務時間管理案を提案。

2022/12/06 予備交渉。組合から申し入れていた勤務時間管理案にいっさい回答せず、一

方的に勤怠管理システム「タッチオンタイム」を導入したいという説明を行う。

2022/12/07 翌日に団体交渉を行う。組合からの申し入れをまったく取り上げず、一方的

に新提案を行うことを非難し、文書での回答を求めた。

2023年

2023/01/31 使用者側からの回答「予備交渉議題「教職員の労働時間の把握について」の

組合側の見解と申し入れに関する回答書」

2023/03 ～ 07 数度の予備交渉で「労働時間の適正な把握のため Q ＆ A」を労使で協議

しながら作成中。

2023/07/09 組合総会準備会。組合員に説明。「労働時間の適正な管理のための Q＆ A（組

合側意見入り」を資料として提供。

2023/07/27 「労働時間の適正な管理のための Q ＆ A（組合側意見入り」について使用者

側から修正案が組合側へ提供。

（以後、協議をしていない）。

組合ＵＲＬに情報があります。

https://union-tsuru.org/ 都留文科大学教職員組合 → 検索


